
左
記
の
と
お
り
毛
筆
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
を
募

集
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

◆
一
般
部
（
高
校
生
以
上
）

一
、
出
品
区
分
　
一
科
審
査
会
員
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
科
審
査
会
員
（
師
　
範
）
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
無

鑑

査
（
教
　
範
）
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一

科
（
書
範
～
準
四
段
）

　
　
　
　
　
　
　
二

科
（
三
段
～
準
初
段
）

　
　
　
　
　
　
　
三

科
（
１
級
～
新
入
）

　
※
出
品
区
分
は
、
一
月
号
の
成
績
を
基
準
と
す
る
。

　
※�

本
会
の
毛
筆
部
に
出
品
し
て
い
な
い
場
合
は
、
所
属

団
体
で
の
段
級
、
資
格
ま
た
は
書
歴
を
明
記
の
上
、

該
当
す
る
区
分
に
出
品
す
る
こ
と
。

一
、
作
品
寸
法
　
　
　

　
　
《
一
科
審
査
会
員
～
一
科
》

　
　
　
　
　
条
幅
半
切
縦
　（
136
㎝
×
35
㎝
）

　
　
《
二
科
・
三
科
》
※
次
ペ
ー
ジ
参
照

　
　
　
　
　
条
幅
半
切
縦
　（
136
㎝
×
35
㎝
）
ま
た
は

　
　
　
　
　
条
幅
半
切
二
分
の
一
縦
（
68
㎝
×
35
㎝
）

　
※
小
さ
い
作
品
を
貼
り
合
わ
せ
た
も
の
は
不
可

一
、
作
品
内
容

　
漢
字
・
か
な
・
調
和
体

　
※�

一
般
部
は
、
作
品
に
出
品
票
を
必
ず
貼
付
し
、
必
要

事
項
を
記
入
し
た
出
品
申
込
書
と
一
緒
に
出
品
料
を

添
え
出
品
す
る
こ
と
。（
必
要
な
書
類
は
、１
月
号
送

本
時
に
予
め
各
支
局
・
支
部
に
送
付
す
る
。
個
人
会

員
は
本
部
事
務
局
ま
で
請
求
の
こ
と
）

◆
教
育
部
（
中
学
生
・
小
学
生
・
幼
年
）

一
、
課

　
題

　�

自
由
。
た
だ
し
書
初
め
に
ふ
さ
わ
し
い
語

句
。（
一
月
月
例
課
題
参
考
）

　
　
　
　
　
　
※
中
二
・
三
の
書
体
は
行
書
に
限
る
。

　
　
　
　
　
　
※�

十
二
月
の
検
定
試
験
の
会
友
合
格
者
は

「
会
友
で
」
出
品
す
る
こ
と
。

一
、
用

　
紙

　
条
幅
半
切
四
分
の
一
（
68
㎝
×
17.5
㎝
）

一
、
出
品
料

　（
一
点
に
つ
き
）

　
●
一
般
部
　
　
一
科
審
査
会
員	

四
、八
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
二
科
審
査
会
員	

三
、
七
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
無

鑑

査	

三
、
二
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
一

科	

二
、
七
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
二

科	

一
、
六
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
三

科	

一
、
六
〇
〇
円

　
●
教
育
部
　
　
会

友	

六
三
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
中
学
～
幼
年	

五
三
〇
円 

一
、
出
品
締
切

　

令
和
七
年
一
月
二
十
三
日
（
木
）
本
部
必
着

一
、
送
り
先

　
〒
509
ー
5134
　
土
岐
市
泉
島
田
町
一
ー
三
〇

　
　
　
　
　
　
　
大
書
心
会
全
国
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
係

一
、
審
　
査

　
令
和
七
年
一
月
二
十
九
日
（
水
）

　
午
前
九
時
半
か
ら
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
・
会
議
室

一
、
審
査
員

　�

認
定
審
査
員
・
及
び
八
十
点
以
上
出
品
の
団
体
責
任
者

に
委
嘱
す
る
。

一
、
褒
　
賞
（
※
印
申
請
中
）

　�

憲
照
記
念
賞
（
一
科
審
査
会
員
）・
記
念
大
賞
・
大
賞
・

準
大
賞
・
会
友
特
選
（
以
上
師
範
、
会
友
を
対
象
）・
記

念
賞
・
会
長
賞
・
※
土
岐
市
長
賞
※
同
教
育
長
賞
※
同
市

議
会
議
長
賞
※
中
日
新
聞
社
賞
・
大
書
心
会
賞
・
大
書

心
会
奨
励
賞
・
理
事
長
賞
・
師
範
会
賞
・
理
事
奨
励
賞
・

特
選
・
奨
励
賞
・
俊
英
賞
・
優
秀
・
秀
作
・
入
選
・
佳
作

　
◦
全
員
に
賞
状
、
賞
品
を
授
与
す
る
。

　
◦
成
績
優
秀
な
団
体
に
は
、
団
体
賞
を
授
与
す
る
。

一
、
団
体
出
品

　�

５
点
以
上
ま
と
め
て
出
品
の
場
合
は
団
体
扱
い
と
す

る
。
特
典
も
あ
り
、
そ
の
他
出
品
者
名
簿
が
必
要
と
な

る
の
で
、
大
書
心
会
本
部
事
務
局
ま
で
申
込
む
こ
と
。

※
支
局
・
支
部
に
は
12
月
号
送
本
時
に
同
封
し
ま
す
。

一
、
表
装
に
つ
い
て

　
◦�

出
品
作
品
は
原
則
と
し
て
返
却
は
し
ま
せ
ん
が
、
表

装
を
希
望
す
る
場
合
は
、
表
装
後
返
却
し
ま
す
の
で
、

二
月
末
日
ま
で
に
本
部
事
務
局
へ
申
込
む
こ
と
。

　
　（
詳
細
は
、
支
部
長
ま
た
は
本
部
ま
で
）

●
表
装
料
（
税
込
み
・
送
料
別
）

　
　
条
幅
半
切
・
半
切
二
分
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
〇
〇
〇
円
よ
り

　
　
Ａ
～
Ｅ
ま
で
五
種
類
あ
り
ま
す
。

　
　
半
切
四
分
の
一

　
Ｆ
、
紙
表
装
　
　
　
　
　
一
、
五
〇
〇
円

　
Ｇ
、
綿
表
装
　
　
　
　
　
二
、
八
〇
〇
円

　
※�

月
例
競
書
出
品
作
品
は
、
審
査
の
過
程
で
印

し
る
し

を
つ
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
表
装
は
で
き
ま
せ
ん
。

一
、
会
長
賞
受
賞
者
の
特
典

　
●�

教
育
部
で
六
段
以
下
の
受
賞
者
は
一
段
階
昇
格
を
認

め
る
。

　
●�

現
在
小
五
年
生
以
上
で
、
幼
年
か
ら
通
算
し
て
三
回

受
賞
し
た
場
合
は
会
友
を
認
定
す
る
。

　
※
い
ず
れ
も
発
表
月
か
ら
昇
格
す
る
。

一
、
特
別
昇
級
の
特
典

　
　�

一
般
部
・
教
育
部
と
も
毛
筆
部
１
級
以
下
の
出
品
者

は
、
全
員
一
階
級
特
進
を
認
め
ま
す
。

一
、
そ
の
他

　
◦
作
品
は
す
べ
て
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

　
◦�

一
人
何
点
出
品
し
て
も
よ
い
が
、
特
別
賞
受
賞
は
一

人
一
点
と
す
る
。

　
◦�

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
と
月
例
競
書
を
兼
ね
る
事
は
で
き

な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
出
品
す
る
こ
と
。

　
◦�

一
般
部
は
、
出
品
区
分
別
・
寸
法
別
に
審
査
の
上
、

各
上
位
入
賞
者
に
つ
い
て
は
、昇
格
制
度
に
基
づ
き
、

昇
格
、
昇
段
級
す
る
。（
内
規
に
定
め
る
）

　
◦�

出
品
料
は
為
替
か
小
為
替
に
し
て
作
品
と
同
封
し
書

留
で
送
る
か
現
金
書
留
に
よ
る
送
金
に
限
る
。

　
　（
振
替
、
そ
の
他
は
不
可
）

　
◦�

成
績
は
、
本
誌
４
月
号
に
発
表
す
る
ほ
か
、
各
団
体

別
に
通
知
し
、
賞
品
・
賞
状
は
４
月
号
送
本
時
に
同

封
す
る
。
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　 二科・三科参考手本 （半切２分の１サイズ用）

▶�二科・三科は、半切２分の１サイズまたは半切のどちらかで出品して下さい。課題は自

由ですが、半切２分の１サイズを選択した場合、下掲の参考手本によりご出品いただく

こともできます。

こ
ぶ
し
を
固
め
た
ま
ま
で
握
手
は
出
来
な
い

須　田　一　葉　書

東と
う
ふ
う
こ
う
せ
ん

風
洪
染
す
万ば

ん

家か

の
春は

る

清　水　翠　芳　書

石せ
き

門も
ん

柳
や
な
ぎ

緑
み
ど
り

な
り
清せ

い

明め
い

の
市い

ち

洞ど
う
こ
う
も
も

口
桃
は
紅こ

う

な
り
上

じ
ょ
う

巳し

の
山や

ま

新　井　龍　峰　書

簗　瀬　舟　香　書

梅う
免

が可

香
に二

た多

ぐ久

へ遍

て
聞支

け介

ば盤

鶯
の

　
　
　
声
な
つ
か可

し
き起

春者
る

の
山
里
（
山
家
集
）

大　迫　秀　湖　書

春
更
け
て
諸
鳥
啼
く
や
雲
の
上
（
前ま

え

田だ

普ふ

羅ら

）

田　中　貴　光　書

初
夢
の
中
を乎

ど
ん
な奈

に耳

走
つ川

た多

や
ら羅

（
飯い

い
じ
ま島

晴は
る

子こ

）

（州）



−  2  −

短期特別課題 千字文を学ぶ Ⅲ

三
体
千
字
文
を
書
く
（
48
）　
　
　
　
　
　
　
締
切
り
　
十
二
月
十
九
日
（
必
着
）

◆�

硬
筆
の
専
門
誌
だ
っ
た
大
書
心
に
一
般
毛

筆
部
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
五
十
六

（
一
九
八
一
）
年
四
月
の
こ
と
で
す
。

◆�

「
三
体
千
字
文
」課
題
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

憲
照
先
生
の
穏
健
中
正
で
気
品
の
あ
る
手

本
が
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

◆�

短
期
特
別
課
題
と
し
て
、
平
成
二
十
四
年

一
月
か
ら
二
年
間
と
平
成
二
十
八
年
の
一

年
間
学
び
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
続
き

で
す
。
原
点
に
返
っ
て
、
基
本
用
筆
と
正

し
い
崩
し
方
を
し
っ
か
り
学
び
ま
し
ょ

う
。

〔
千
字
文
〕

　
四
言
古
詩
二
五
〇
句
、
重
複
し
な
い
千
字

か
ら
な
っ
て
お
り
、
聖
徳
・
修
養
・
修
身
・

斉
家
等
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
習
字
手
本
で

あ
り
、
初
学
者
の
教
科
書
で
も
あ
っ
た
。

　

梁
り
ょ
う

の
武ぶ

帝て
い

（
在
位
五
〇
二
〜
五
四
九
）
の

命
を
受
け
、

周
し
ゅ
う

興こ
う

嗣し

が
王お

う

羲ぎ

之し

の
筆
跡
中
か

ら
ま
と
め
た
と
い
わ
れ
る
。

〔
解
説
〕

　
信し

ん

使し

可か

覆ふ
く

　
器き

欲よ
く

難な
ん

量
り
ょ
う

約
束
は
必
ず
実
行
す
る
よ
う
に
。

い
か
な
る
難
事
に
あ
っ
て
も
、
よ
く
適
応
す

る
器
量
を
も
ち
た
い
も
の
で
あ
る
。

奥
　
村
　
憲
　
照
　
先
　
生
　
書

▼�

硬
筆
部
＝
Ｂ
５
判
（
二
五
七
㎜
×
一
八
二
㎜
）
以

下
の
紙
に
書
い
て
下
さ
い
。
用
具
は
自
由
で
す
。

（
黒
色
に
限
る
）

▼�

毛
筆
部
＝
半
紙
に
書
い
て
下
さ
い
。（
筆
ペ
ン
可
）

▼�

出
品
制
限
の
対
象
と
は
し
ま
せ
ん
が
、
出
品
は
硬
・

毛
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
限
り
ま
す
。

□□ 作品の出し方

▼�

事
務
処
理
上
、
支
部
略
称
・
氏
名
・
会
員
番
号
・

硬
筆
規
定
の
成
績
（
毛
筆
の
場
合
は
毛
筆
漢
字
の

成
績
）
を
、
作
品
余
白
に
お
書
き
下
さ
い
。

▼�

優
秀
作
品
は
、
写
真
版
と
し
て
成
績
表
の
後
ろ
に

掲
載
し
ま
す
が
、
成
績
表
で
の
順
位
発
表
は
し
ま

せ
ん
。



新入から１級まで準初段から六段まで

〔解　説〕 〔解　説〕

−  3  −

尾
お

　郷
ごう

　翠
すい

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

古
ふる

　田
た

　瑞
ずい

　苑
えん

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

★
こ
の
一
日
は
（
書
体
＝
行
書
）

　
　�

道
元
（
一
二
〇
〇
～
一
二
五
三
）

　
　
曹
洞
宗
開
祖

　
一
日
を
宝
物
の
よ
う
に
大
事
に
扱
う
と
い

う
こ
と
は
、
自
分
自
身
の
人
生
の
集
積
を
大

事
に
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
一
日
と
い
う
日
時
の
大
切
な
こ
と
を
意
識

の
片
隅
で
考
え
て
い
な
が
ら
も
、
大
方
の
人

は
つ
い
安
易
に
過
ご
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　
一
日
を
大
事
に
思
う
と
い
う
事
を
自
覚
す

る
に
は
、
朝
の
目
覚
め
を
大
切
に
す
る
こ
と

で
す
。
朝
目
覚
め
た
時
、
今
日
一
日
を
納
得

で
き
る
一
日
に
す
る
と
心
に
誓
う
の
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
そ
の
一
日
は
、
予
想
も
し

な
い
ほ
ど
充
実
し
た
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。

◆
１
月
課
題
予
告
（
楷
書
）

　
創
造
と
は

　
心
の
裸
を

　
示
す
こ
と
で
あ
る

★
夕
日
の
夢
（
書
体
＝
楷
書
）

　
　
西
岡
光
秋
（
一
九
三
四
～
二
〇
一
六
）

　
　
作
家
・
評
論
家

　
人
間
が
生
き
て
行
く
う
え
で
、
夢
と
希
望

と
あ
こ
が
れ
は
絶
対
に
欠
か
せ
な
い
も
の
だ

と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
心
の
中
を
明
る
く
染
め
て
く
れ
る
茜
色
の

夕
日
は
、
な
ぜ
か
夢
の
中
に
い
る
よ
う
で
、

ま
た
限
り
な
い
星
の
中
の
一
つ
を
見
つ
め
て

い
る
と
、
今
考
え
て
い
る
事
を
か
な
え
て
く

れ
る
よ
う
な
希
望
が
そ
こ
に
あ
る
気
が
し
、

す
べ
て
が
息
づ
き
活
動
を
始
め
よ
う
と
す
る

夜
明
け
の
気
配
は
、
生
き
と
し
生
け
る
物
の

活
動
の
気
配
を
与
え
、
こ
れ
こ
そ
永
遠
に
追

い
求
め
た
い
あ
こ
が
れ
の
気
配
な
の
で
す
。

◆
１
月
課
題
予
告
（
行
書
）

　
自
己
を

　
信
頼
す
る
こ
と
こ
そ

　
成
功
の
第
一
条
件
な
り

　
▼
教
範
・
書
範
＝
楷
書

　
▼
師
範
＝
行
草
ま
た
は
草
書

　
▼

教
範
・
書
範
は
右
課
題
を
「
行
草
ま
た
は
草
書
」
で
、
師
範
は
「
行
書
」
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

一 般 部 規 定 課 題� 締切り　12 月 19 日（必着）

反
る

反
る

反
る

軽
く

ス
ー
ッ
と

反る

丸
み

の
び 

よ
く

た
て
長
に



新入から１級まで準初段から六段まで

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

−  4  −

〔
句
解
〕
草
木
す
べ
て
が
冬
枯
れ
に
向
か
う

中
に
あ
っ
て
、
詩
仙
堂
の
あ
た
り
で
は
、
竹

が
ひ
と
き
わ
緑
美
し
く
、

丈
じ
ょ
う

山さ
ん

隠い
ん

栖せ
い

の
地

に
ふ
さ
わ
し
く
、
高
潔
清
雅
な
眺
め
を
呈
し

て
い
る
。

〔
鑑
賞
〕
明
治
三
〇
年
以
前
の
作
。
後
年

作
者
に
よ
れ
ば
、〈
初
冬
〉
の
席
題
を
得
て
、

往
事
を
回
想
し
て
作
っ
た
も
の
で
、〈
実
際

の
句
で
は
な
い
〉
し
、
ま
た
〈
さ
ほ
ど
得
意

な
句
で
は
な
い
〉
と
も
い
う
が
（『
ホ
ト
ト

ギ
ス
』
大
10
・
10
）
、
写
生
句
と
し
て
の
よ

さ
を
備
え
、
代
表
句
と
す
る
に
足
り
る
。

■
両
課
題
と
も
、
文
字
の
変
換
・
配
字
は
自
由
で
す
。

初者
川

冬
の
竹
緑

三
登
り

な
り里

詩
仙
堂

初
冬
の乃

竹
緑

み
ど
利

な那

り
詩
仙
堂

初は
つ

冬ふ
ゆ

の
竹
緑
な
り
詩し

仙せ
ん

堂ど
う

�

（
内な

い

藤と
う

鳴め
い

雪せ
つ

）

（州）

一 般 部 か な 課 題� 締切り　12 月19 日（必着）

〔
解
説
〕
三
行
目
が
、
草
書
で
も
強
い
の
で
、

一
、二
行
目
は
柔
ら
か
な
線
質
を
使
っ
て
書

い
て
下
さ
い
。

◆
１
月
課
題
予
告

　
手て

毬ま
り

唄う
た

か
な
し
き
こ
と
を
う
つ
く
し
く

��

（
高た
か

浜は
ま

虚き
ょ

子し

）

〔
古
筆
参
考
〕

者は登と利り那な里り



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　師範・教範・書範

〔古筆参考〕

−  5  −

香
こう

紙
し

切
ぎれ

�
㋑
㋺
㋩
㋥
㋭
㋬
㋣
㋠
㋷
㋦
㋸
㋾

　
　
　
　
け希

れ礼

ば
　
人
丸

た
び日

ね年

し
て
つ
ぎ支

て弖

え
（
こ
）

ぬ
ら
し
ほ
と
ゝ

ぎ
す須

か可

み見

な奈

び飛

や
ま
に尓

さ
よ
ふ
け介

て弖

な奈

く

　
　
　
　
　
ゑ恵

ち
ご
の
く久

に尓

ゝ
な
り利

け希

る

締
切
り
　
十
二
月
十
九
日
（
必
着
）�

簗や
な

　
瀬せ

　
舟

し
ゅ
う

　
香こ

う

　
書

〔解説〕

㋥ ㋩
㋺ ㋑

㋭㋬

・�

㋑
と
㋺
、
㋑
と
㋥
、
㋑
と
㋬
、
㋑
と
㋠
、

㋩
と
㋥
、
㋩
と
㋬
、
㋩
と
㋠
、
㋭
と
㋬
、

㋭
と
㋠
、
㋣
と
㋠
、
そ
れ
ぞ
れ
呼
応
。

・

○
余
白
大
切
。

・
面
構
成
大
切
。

◆
１
月
課
題
予
告

　
雪
の
う
ち
に
春
は
来
に
け
り
鴬
の

　
こ
ほ
れ
る
な
み
だ
今
や
と
く
ら
ん

（
む
）

　 〔
歌
意
〕
夜
が
ふ
け
て
岩
の
間
を
流
れ
落
ち

る
瀧
の
音
の
聞
こ
え
な
い
の
は
、
髙
山
に
雪

が
降
り
積
も
る
た
め
ら
し
い
。

〔
出
典
〕
近
世
和
歌
集

　
　
　
　
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）

〔
解
説
〕

さ
よ
ふ
け介

て
岩
間
の
瀧滝

つ
お
と
せ
ぬ
は八

高
嶺
の農

み
雪
降ふ

り
積つ

も
る
ら
し志

㋣㋠



は が き 課 題 玉
たま

　樹
き

　小
しょう

　華
か

　書

横 書 き 課 題 岡
おか

　嶋
じま

　桂
けい

　川
せん

　書

実　　用　　文
のページ

※手本はつけペン使用。　★三行目は、指定の地名と氏名を書いて下さい。

−  6  −

※
手
本
は
水
性
ボ
ー
ル
ペ
ン
使
用

締切り　12 月 19 日（必着）

◆
今
月
は
、
文
章
も
自
由
と
い
た
し
ま
す
。

◆�

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
か
し
て
自

由
に
創
作
し
て
下
さ
い
。

◆�

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
、
個
性
豊
か
な

年
賀
状
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

自 

由 

課 

題

賀
　
正

　
本
年
も
相
変
わ
ら
ず

　
　
よ
ろ
し
く
御
願
い
申
し

　
　
　
　
　
　
　
あ
げ
ま
す

　
　

巳
の
と
し
元
旦
　
　（
ご
自
分
の
氏
名
）　



一般部毛筆細字課題

伊
い

　藤
とう

　梅
ばい

　香
こう

　書

一般部毛筆条幅課題

新あ
ら  

井い  

龍
り
ゅ
う  

峰ほ
う

　
書

半紙（３３４mm ×２４０mm）

−  7  −

〔�

条
幅
解
説
〕

　
毎
月
の
課
題
は
基
本
的
に
十
四
文
字
で
す
。
お
お
よ
そ

一
行
目
は
八
文
字
、
二
行
目
は
六
文
字
の
構
成
で
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
又
、
墨
付
け
も
基
本
的
に
五
文
字
ご
と
に
墨

付
け
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
上
段
者
は
基
本
を
踏
ま
え
つ

つ
も
手
本
に
捉
わ
れ
ず
、
文
字
構
成
、
墨
付
け
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
作
品
に
反
映
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
は4

や
一
年
の
締
め
く
ゝ
り
の
月
を
迎
え

　
　
皆
様
に
は
諸4

事
ご
多
用
の
こ
と
と

　
　
拝
察
い
た
し
ま
す

　
心4

あ
わ
た
ゞ
し
く

　
　
な
り
ま
す
が
何4

卒
ご
自
愛
の
ほ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　（
ご
自
分
の
氏
名
）�

 

　
・
印
で
墨
つ
ぎ
し
ま
し
た
。

〔
条
幅
・
細
字
作
品
の
出
し
方
〕

■ 

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま
す
。

■ ‌�

成
績
（
天
位
〜
５
等
）
は
、
評
価
に
よ
り
毎
月
か
わ
り

　 

ま
す
。

■ 

書
体
変
換
、
変
体
仮
名
の
交
換
は
自
由
で
す
。

〔
大
意
〕
凛
々
と
し
て
吹

く
北
風
は
耳
を
お
と
す
程

の
寒
気
を
起
し
、
又
一
方

に
は
日
気
に
背
を
あ
ぶ
る

楽
し
み
を
も
思
わ
し
め
る
。

初
出
品
の
方
へ

　�

支
部
名
・
会
員
番
号
・

姓
名
・
毛
筆
漢
字
成
績

を
、
作
品
左
下
に
必
ず

お
書
き
下
さ
い
。

行
間
変
更
（
も
と
は
15.3 

pt
）

締
切
り
　
十
二
月
十
九
日
（
必
着
）　
　
半
　
切
（
一
三
六
cm
×
三
五
cm
）

※
検
定
試
験
三
段
コ
ー
ス
を
兼
ね
る
。

　

　

胡こ

ふ

う

み

み

を

た

つ

の

こ

ご

え

を

お

こ

し

風

起

截

耳

之

凍

　

趙ち
ょ
う
じ
つ
は
い
を
さ
ら
す
の
お
も
い
を
お
こ
す

日

興

曝

背

之

思

⇔

⇔



−  8  −−  9  −

〔
解
説
〕

寒
か
ん
し
ょ
く
ご
り
ょ
う
の
ま
つ

色
五
陵
松

　〔
大
意
〕�

松
に
も
寒
色
が
し
の
ば
れ
る
は
長
安
に
あ
る
漢
の
高
祖
以
下
五
帝
の
陵
の
松
で
あ
る
。

◆
１
月
課
題
予
告
（
楷
書
）

　一般部毛筆漢字課題� 締切り　12 月19 日（必着）

新
入
か
ら
１
級
ま
で
（
行
書
）�

清し

　
水み

ず

　
翠す

い

　
芳ほ

う  

書



−  8  −−  9  −

〔
解
説
〕

　
※�

文
献
に
よ
っ
て
字
体
が
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

〔
出
典
〕
書
譜
（
六
八
七
）

〔
筆
者
〕
孫そ

ん

過か

庭て
い

（
六
四
八
？
～
七
〇
三
？
）

〔
読
み
〕��（
隷れ

い

は
）
精せ

い

に
し
て
密み

つ

な
る
を
欲ほ

っ

し
、
草そ

う

は
（
流

り
ゅ
う

に
し
て
暢

ち
ょ
う

な
る

を
）
貴

と
う
と

び
、

◆
１
月
課
題
予
告※

旁
と
同
じ

　
　 

欲
　
　
　
　 

精
　
　
　
　
而
　
　
　
　  

密
　
　
　
　
　
　
　
草
　
　
　
　
　
　
　
貴

　一般部毛筆漢字課題� 締切り　12 月19 日（必着）

準
初
段
か
ら
師
範
ま
で�

須す

　
田だ

　
一い

ち

　
葉よ
う  

臨

５

４ ３

２
１

６



−  11  − −  10  −

　一般部毛筆かな課題� 締切り　12 月19 日（必着）

〔
句
意
〕�

初
時
雨
が
庭
を
か
げ
ら
せ
て
降
り
す
ぎ
る
。
名

硯
の
面
に
す
ぎ
行
く
時
雨
の
影
が
写
っ
た
、
と

い
う
の
で
あ
る
。
光
と
影
が
捉
え
ら
れ
た
句
。

清
澄
な
境
地
が
表
れ
て
い
る
。

風か
さ

上か
み

に
白は

く

鳥て
う

あ
そ
び
年と

し

立た

て
り

〔
古
筆
参
考
〕

里り可か希け毛も利り◆
１
月
課
題
予
告

初は
つ

時し

く

れ雨
硯

す
ゝ
里

に
影可

希

も毛

走八
し

り利

け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加か

藤と
う

楸
し
ゅ
う

邨そ
ん

※
検
定
試
験
１
級
コ
ー
ス
を
兼
ね
る
。

新
入
か
ら
１
級
ま
で�

浅あ
さ  

井い  

機き  

山ざ
ん  

先  

生  

書



−  11  −

準
初
段
か
ら
師
範
ま
で�

浅あ
さ  

井い  

機き  

山ざ
ん  

先  

生  

書

−  10  −

　一般部毛筆かな課題� 締切り　12 月19 日（必着）

年と
し

の
う
ち
に
春は

る

は
来き

に
け
り
一ひ

と

年と
せ

を

　
　
　
去こ

年ぞ

と
や
い
は
む
今こ

と

し年
と
や
い
は
む

〔
歌
意
〕�

逝
く
秋
の
、
奈
良
薬
師
寺
の
東
塔
の
上
に
か
か
っ

て
い
る
、
白
い
一
片
の
雲
よ

〔
古
筆
参
考
〕

農の耳に具く能の多た奈な◆
１
月
課
題
予
告

ゆ
く
秋
の
大や

満

と和
の農

国九
耳

の乃

薬や
具

師し

寺ゝ
の能

　
　
　
　
塔多

不

の
上う

へ

な奈

る
一
ひ
ら
の
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐さ

さ々

木き

信の
ぶ

綱つ
な

※
検
定
試
験
三
段
コ
ー
ス
以
上
を
兼
ね
る
。



よ
　
　
う
　
　
年

◆
ひ
ら
が
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
な
ぞ
っ
て
か
い
て
み
よ
う
）

★
新
入
は
、
年
少
・
年
中
・
年
長
の
別
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

★
幼
年
は
、
全
員
８
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼
年
〜
小
三
年
ま
で

　
三み

　
宅や

け

　
容よ

う

　
玉

ぎ
ょ
く

　
書

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

−  12  −−  13  −

小
　
一
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　12 月19 日（必着）

テ
ン

キ

１

１

１

１

１

１

１

１ ２

２

２
２

２

２

３

３



（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

−  12  −−  13  −

小
　
三
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

小
　
二
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　12 月19 日（必着）

う
え

は
る

う
み

は
な

リ
ュ
ウ

ヒ
ョ
ウ



小
　
五
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

　
　
　
　
小
五
以
上
は
、
全
員
15
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。
　

解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
四
年
以
上

　
前ま

え

　
岨そ

わ

　
玉

ぎ
ょ
く

　
華か

　
書

−  14  −−  15  −

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小
　
四
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　12 月19 日（必着）

ヒ
ョ
ウ

バ
ン

よ
（
い
）

エ
ン

い
（
く
）

シ
ュ
ウ

ラ
ク

セ
ン

１

２
３

イ
チ

リ
ン

ふ
で

た



解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小
　
六
　
年 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

−  14  −−  15  −

中  

二  

・ 

三  

年
　
　（
楷
書
）

中
　
一
　
年
　
　
　（
楷
書
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　12 月19 日（必着）

い
え

シ
ュ
ク

シ
ャ
ク

モ
ッ

コ
ウ

サ
ク

ヒ
ン

テ
イ

大

中小



◎
お
手
本
は
つ
け
ペ
ン
使
用

習っていない漢字は
　　　　ひらがなで書いてもよろしい。

　
　
　
　
◇
作
品
の
出
し
方

一
、
選
定
用
紙
（
五
行
・
四
行
）
に
書
い
て
下
さ
い
。

一
、‌�

作
品
に
は
、
支
部
名
（
校
名
）
学
年
、
氏
名
を
書
き
入
れ
て

下
さ
い
。

一
、
筆
記
用
具
は
自
由
で
す
。
（
黒
色
に
限
る
）

一
、  ‌�

四
行
用
紙
を
使
用
し
て
も
よ
ろ
し
い
。
そ
の
場
合
は
、
文
章

を
適
当
に
短
く
し
て
下
さ
い
。

一
、
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

一
、‌�

支
部
会
員
は
、
出
品
ラ
ベ
ル
を
必
ず
貼
っ
て
下
さ
い
。
貼
っ

て
い
な
い
方
は
新
入
と
み
な
し
ま
す
。

−  16  −

◎
お
手
本
は
え
ん
ぴ
つ
使
用

や
く

が
ん

さ
ま

ざ
ま

べ
ん

き

で

ひ

※
今こ

年と
し

・
一つ

い
た
ち日

＝
単
語
と
し
て
こ
の
よ
う
に
読
み
ま
す
。

しめきり　12 月 19 日（必着）

▼小三年以下の課題　　長
なが

　井
い

　八
や

重
え

子
こ

　書

▼小四年以上の課題　　横
よこ

　山
やま

　友
ゆう

　漣
れん

　書

あ

あ

た
ら

と
し

こ
と

せ
ん

ま
え

ち
ょ
う

ば

が
ん

た
ん

と
し

こ

し
ゅ
う

じ

き
ょ
う

が
つ

い
ち

つ
い

た
ち

な

な
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幼
年
〜
小
二
年
　
　
酒さ

か

　
井い

　
智と

も

　
仔こ

　
書
　
　

教
きょういくぶ

育部毛
もう

筆
ひつ

課
か

題
だい

� しめきり　12 月 19 日（必着）

1

2

3



−  18  −

小
三
〜
小
五
年
　
　
水み

ず

　
野の

　
碧へ

き

　
友ゆ

う

　
書
　
　

−  19  −

教育部毛筆課題 � しめきり　12 月 19 日（必着）

1

2
3

6

9

7

8

そ
り

そ
り
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小
六
〜
中
二
・
三
年
　
　
永な

が

　
谷た

に

　
恵け

い

　
子こ

　
書
　
　

教育部毛筆課題 � しめきり　12 月 19 日（必着）

※
行
書
は
連
な
り
よ
く
運
筆
し
、
丸
み
を
も
た
せ
る
。

中心
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第第８7８7回　毛筆検定試験受験要項回　毛筆検定試験受験要項 1212月月1919日締切り日締切り

■
受
験
に
あ
た
っ
て
ご
注
意

▼�

検
定
受
験
者
は
、
十
二
月
の
す
べ
て
の
毛
筆
月
例
競
書
を
お
休

み
下
さ
い
。（
短
期
特
別
課
題
は
出
品
可
）

▼�

一
覧
表
の
最
高
昇
段
級
位
と
い
う
の
は
、
各
コ
ー
ス
で
取
得
で

き
る
最
高
の
段
、
級
位
を
示
し
た
も
の
で
す
。
現
在
こ
の
段
級

位
に
あ
る
人
は
、
そ
れ
以
上
の
コ
ー
ス
を
受
験
し
て
下
さ
い
。

■
出
　
品
　
方
　
法

▼�

作
品
は
、
必
ず
一
覧
表
に
明
示
し
た
順
序
に
そ
ろ
え
、
右
肩
を

ホ
ッ
チ
キ
ス
で
と
じ
て
下
さ
い
。

　

‌�　

た
だ
し
教
範
コ
ー
ス
は
、
上
か
ら
、
①
漢
字
②
か
な
③
細
字

④
教
育
部
手
本
課
題
⑤
条
幅
⑥
書
歴
（
初
回
の
み
。
詳
細
は
本

部
へ
問
合
せ
）
の
順
に
そ
ろ
え
、
ゼ
ム
ク
リ
ッ
プ
で
と
じ
て
下

さ
い
。

▼�

検
定
作
品
と
月
例
作
品
を
同
封
す
る
場
合
は
、
必
ず
、
二
つ
の

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
分
け
て
入
れ
、
表
に
「
検
定
」「
月
例
」
と
明
記

し
て
混
同
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

▼�

支
局
・
支
部
に
は
「
検
定
作
品
出
品
明
細
書
」
を
一
月
号
配
本

時
に
同
封
し
ま
す
か
ら
、
所
要
事
項
記
入
の
上
、
作
品
、
受
験

料
と
同
封
し
て
下
さ
い
。
さ
ら
に
、
正
確
を
期
す
上
か
ら
受
験

者
名
簿
を
添
付
し
て
下
さ
い
。

▼�

封
筒
に
「
検
定
受
験
」
と
朱
書
し
て
下
さ
い
。

▼�

受
験
料
は
、
為
替
か
小
為
替
で
作
品
と
同
封
す
る
か
、
現
金
書

留
に
よ
る
送
金
に
限
り
ま
す
。（
振
替
、
そ
の
他
は
不
可
）

　

●
締
切
り　

令
和
六
年
十
二
月
十
九
日
（
本
部
必
着
）

　

●
送
り
先　

大
書
心
会
検
定
試
験
係

　

●
発

　
表　

令
和
七
年
三
月
号

▼�

肉
筆
手
本
希
望
者
は
、
ご
希
望
の
先
生
へ
、
現
金
書
留
（
返
信

用
封
筒
同
封
）
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

　

‌�（
左
記
料
金
は
、
一
点
に
つ
い
て
の
金
額
で
す
。
た
だ
し
、
コ
ピ
ー

手
本
・
添
削
料
は
四
割
の
価
格
と
い
た
し
ま
す
）

　
※
条
幅
の
原
寸
大
の
コ
ピ
ー
手
本
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漢 

字 

半 

紙 

…
… 

一
、二
〇
〇
円

・
一 

般 

部 

１ 

級 

・ 

三 

段 

コ 

ー 

ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細 

字
・
か 

な 

…
… 

一
、八
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漢 

字 

半 

紙 

…
… 

一
、四
〇
〇
円

　
　
　
　

       

五 

段 

コ 

ー 

ス 

以 

上　
　 

条　
　
　
　

幅 

…
… 

三
、八
〇
〇
円

・
活  

字  

課  

題

　
　
　
　
　
　
　
　       

会 

友 

コ 

ー 

ス 

以 

上　
　 

細　
　
　
　

字 

…
… 

二
、〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教　
育　
部 

…
…　
　

九
〇
〇
円　
　

｛｛

課　題 最  高  昇

段  級  位
課 題

漢 字

楷書 行書
かな 細字 計 受 験 料

１級コース

三段コース

一

般

部

１級まで

三段まで
漢字は下掲、かな・

細字は月例段位課題

コース

１

１

１

１

１

１

３

４

１，６００

２，１００

一般部１級・三段コース

１

ー
下 掲 課 題

かなは月例級位課題

〔１級コース漢字課題〕

《孔子廟堂碑》 《行　書》 《楷　書》

清　水　翠　芳　書

真し
ん

玉
ぎ
ょ
く

泥で
い

中ち
ゅ
うに

異い

な
り

《集字聖教序》

〔三段コース漢字課題〕

神 谷 葵 水 先 生 臨
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一般部五段・書範・教範コース　　 教育部普通・会友コース

◎師範試験は、毎年 2月に単独で実施しています。

■
五
段
・
書
範
・
教
範
コ
ー
ス
受
験
の
き
ま
り

一
、�‌

五
段
・
書
範
・
教
範
コ
ー
ス
受
験
は
、
上
掲
一
覧
表
の
と

お
り
の
受
験
有
資
格
者
に
限
り
ま
す
。

一
、‌�

教
範
コ
ー
ス
は
単
位
合
格
が
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
単
位
を
取

得
さ
れ
て
い
て
も
、
受
験
の
際
は
改
め
て
全
科
目
を
提
出
し

て
下
さ
い
。
た
だ
し
、
合
格
科
目
に
つ
い
て
は
、
審
査
の
対

象
か
ら
除
き
ま
す
。

一
、‌�

単
位
合
格
は
、
二
年
以
上
検
定
試
験
を
受
験
し
な
い
と
無
効

に
な
り
ま
す
。

　
　
五
段
・
書
範
・
教
範
コ
ー
ス
課
題

漢
　
字
　
　
五
段
コ
ー
ス
以
上
共
通
（
半
紙
）

図
版
で
示
し
た
三
つ
の
法
帖
の
各
六
文
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
半
紙
に

臨
書
し
て
下
さ
い
。

か
　
な
　
三
段
コ
ー
ス
以
上
共
通
（
か
な
用
半
紙
）

次
の
和
歌
を
、
か
な
半
紙
に
ち
ら
し
書
き
に
し
て
下
さ
い
。

◎
ゆ
く
秋あ

き

の
大や

ま

と和
の
国く

に

の
薬や

く

師し

寺じ

の

　
　
　
　
　
塔た

ふ

の
上う

へ

な
る
一ひ

と

ひ
ら
の
雲く

も

（
佐さ

さ々

木き

信の
ぶ

綱つ
な

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
11
頁
参
照

条
　
幅
　
書
範
・
教
範
コ
ー
ス
共
通
（
画
仙
紙
半
切
）

次
の
語
句
を
、
画
仙
紙
半
切
に
体
裁
よ
く
書
い
て
下
さ
い
。

 

　 

刺し

ゅ

う

を

さ

す

ご

も

ん

じ

ゃ

く

せ

ん

を

そ

え

繡
五

紋

添

弱

線

 

　 

吹か
を
ふ
く
り
く
か
ん
ひ
か
い
を
う
ご
か
す

葭
六
琯
動
飛
灰

細
　
字
　
五
段
コ
ー
ス
以
上
共
通
（
半
紙
）

次
の
語
句
を
、
行
書
ま
た
は
行
草
体
で
体
裁
よ
く
書
い
て
下

さ
い
。

　
　
壁
に
掛
け
た
カ
レ
ン
ダ
ー
も
い
よ
い
よ

　
　
最
後
の
一
枚
と
な
り
ま
し
た
　
迎
春
の

　
　
お
支
度
に
お
忙
し
い
折
　
く
れ
ぐ
れ
も

　
　
お
風
邪
な
ど
召
さ
れ
ま
せ
ん
よ
う
に

教
育
部
手
本
課
題
　
教
範
コ
ー
ス
の
み
（
半
紙
）

※
氏
名
は
、
各
学
年
に
合
わ
せ
て
お
書
き
下
さ
い
。

　（
小
１
年
は
ひ
ら
が
な
で
書
く
な
ど
）

　
　
　
　
会
友
コ
ー
ス
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼�

十
二
月
締
切
り
の
自
分
の
学

年
の
月
例
課
題
一
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
上
の
語
句
の
行
書
一
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　‌�

計
二
枚
を
一
組
と
し
、
右
肩

を
と
じ
て
出
品
の
こ
と
。

▼
集
字
聖
教
序

　
　
　
　
　
　
　
　
窺

　
天

　
鑑

　
地

　
庸

　
愚

▼
孔
子
廟
堂
碑
　
　
　
　
　
　
　
　
春
　
而
　
流
　
恵
　
澤
　
然

か
め

火
　
災

訓
　
練

発
音

（行　書）

小　６

小　１

コース

課　題
受 験 資 格

最 高 昇
級 段 位

課　　題
漢　字

楷書 行書 草書
受験料

五　 段

コ ー ス

教 

育 

部

一
　
般
　
部 書　　　　 範

支局・支部長

五段まで

教　　範

下記（活字）

四段以上の中学生
準会友の小学生

１２月しめきりの月例競書課題

１２月しめきりの月例競書課題と下記活字課題（行書）

２, ７００

３, ２００

４２０

７４０

１

２

書 範

コ ー ス

教 範

コ ー ス

普 通

コ ー ス

会 友

コ ー ス

有 段 者
支局・支部長

書範まで

か
な

細
字

条
幅 計

手

本

教
育
部

１ １ １ １ １ ー ー ５

１ １ １ １ １ １ ー ６

１ １ １ １ １ １ ２ ８ ４, ２００

下記（活字）

下記（活字）

有 段 者
支局・支部長

▼
書

　
　
譜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍾
　
當
　
抗
　
行
　
或
　
謂




